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first fothold ， but it would be great if anyoe wil be 
intersted in it. 














成体 Wistar ラット， C57BL/6 マウス，およびゼブラ
フイツシュに視細胞特異的にアポトーシスを誘導する
DNA のアルキルイじ剤， N-methyl-Nnitrosuea (MNU) 
を投与して視細胞変性を誘導し細胞周期への進入と
DNA 損傷応答について解析した.その結果，ラットの
MG は細胞周期へ進入し同時に DNA 損傷応答(千 H2A.


















した内容を解析と min CEX による評価を実施し実習
内容の標準化の推進を行っている. [対象と方法〕平成
27 年度， 5年生 106 名を対象に， 4 週間を 1単位として




毎に二回実施された min CEX の結果を合わせて評価し
た. [結果〕共通到達目標 96 項目のうち， e- portfolio に


































行った折れ線回帰分析の結果， 20 歳代の APC (Anual 
Percnt Change) は，男性 3.9 ，女性 12.3 (2002~ 10 年)
となり有意差が見られた. 30 歳代の APC は，男性 2.7，
女性 3.0 となり有意差が見られた.シミュレーションの
結果，携帯電話累積使用時間 1640 時間以上において相対
危険が1. 4である場合の擢患率の上昇はわずかであった.
携帯電話の利用で擢患率の上昇を説明することはできな
かった.
